令和2年1月14日
主催：関西道路研究会
舗装調査研究委員会
                                             　委　員　長　伊藤　譲
共催：(一財)都市技術センター
 eq \o\ad(講演会の開催について（ご案内）,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
寒冷の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、本委員会では、技術講演会を次のとおり開催することとなりました。
ご多忙中恐縮ではございますが、ご出席くださいますようご案内申し上げます。
記
1．日　  時： 令和 2 年 2月 20日(木)  13:30～16:55　[開場 13:10］
2．場　  所： 大阪市立大学文化交流センター　第1研修室(ホール)

　　　　　　　〒530-0001　大阪市北区梅田1-2-2-600（大阪駅前第2ビル6階）
3．講演内容：
	講演題目
	大阪市における舗装維持管理計画について

	発 表 者
	大阪市建設局　道路部　道路課維持担当　山本　郁弥　氏

	概　　要
	本市では、平成20年度に「舗装維持管理計画」を策定し、予防保全の導入による長寿命化に主眼を置いてLCCの最小化や事業費の平準化を図る取り組みを進めてきた。本発表では、国土交通省による「舗装点検要領」の策定（H28.10）や路面性状調査の一定の経過等をふまえた「舗装維持管理計画」の最新の改定を取り上げ、その概要について紹介する。

	講演題目
	道路建設現場における最近の安全性向上技術

	発 表 者
	株式会社NIPPO　総合技術部　ICT推進グループ　駒坂　翼　氏

	概　　要
	建設業における労働死亡災害は長年,全産業中で最も多い状況が続いている。さらに近年,人口減少や高齢化にともなう生産性低下が大きな課題となっている。これらの課題を解決するため,近年のセンサ技術を有効活用した，道路建設現場の労働死亡災害につながる重機との接触事故対策，および生産性維持の核となる労働者の体調管理システム等について紹介する。

	講演題目
	高剛性アスファルト混合物を用いた鋼床版補強工法

	発 表 者
	東亜道路工業株式会社　技術本部　技術研究所　第二研究室　研究員　佐々木　亮太　氏

	概　　要
	老朽化した鋼製の道路橋では、鋼床版の局部変形に伴う疲労き裂が問題となっている。そこで、高温でも高い剛性を有するアスファルト混合物で鋼床版に生じるひずみを低減し、疲労き裂の進展抑制が可能な工法を開発した。本工法の補強効果や使用した混合物の性状、実橋での試験施工などについて紹介する。

	講演題目
	再生アスファルト混合物への機械式ファームドアスファルト技術の適用

	発 表 者
	前田道路株式会社　本店　製品技術部　技術開発課　課長　谷口　博　氏

	概　　要
	中温化技術の１つである機械式フォームドアスファルの技術概要、現在全アスファルト混合物出荷量の75％を占める再生アスファルト混合物へ適用した場合の期待される効果および温度低減効果の持続性について紹介するものである。


●申込み方法
本講演会は、関道研会員・各委員の資格に関わらず、一般の方もご聴講いただけます。ご出席を希望される方は、お手数ですが別紙申込み用紙にご記入の上、次の連絡先にFax または メール にてお送りください。申込み受付は会場の定員（120名）に達し次第、締切致しますので、申込み前に受付状況をホームページでご確認ください（参加費：無料）。
なお、受講票等は発行しておりません。受講（参加）の可否については受講して頂けない場合にのみ、申込み用紙到着後1週間以内にご連絡いたします。
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申込期間：定員になり次第終了
連 絡 先：Fax 06-6538-8920　E-mail：h_ogawa@toadoro.co.jp
東亜道路工業株式会社 関西支社 技術部　小河 (講演会事務局)
〒550-0011  大阪市西区阿波座1-13-13　 TEL 06-6585-7580
※　講演会の資料は、関西道路研究会ホームページに令和2年2月13日頃掲載いたします。
当日の資料配布はいたしませんので、あらかじめプリントの上、ご持参してください。
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　　　　　　　　　　　関西道路研究会 URL：http://kandoken.jp/
●ＣＰＤプログラム

本講演会は、土木学会ＣＰＤプログラムの認定を受けております。
地盤工学会、全国土木施工管理技士会連合会、農業農村工学会へのＣＰＤ記録申請にあたり、受講証明が必要な場合は、別紙の受講証明書に必要項目をご記入の上、当日、講演会開始前に受付に提出ください。講演会終了後、受講証明印押印の上、返却します。
　●アクセス
大阪駅前第２ビル　アクセスマップ
〒530-0001　大阪市北区梅田 1-2-2-600
JR東西線「北新地駅」下車　　徒歩約3分
JR大阪環状線、東海道線「大阪駅」下車
徒歩約10分

地下鉄四つ橋線「西梅田駅」下車
徒歩約5分

地下鉄谷町線「東梅田駅」下車
徒歩約10分

地下鉄御堂筋線「梅田駅」下車
徒歩約10分

阪神電鉄「梅田駅」下車　　　徒歩約10分

阪急電鉄「梅田駅」下車　　　徒歩約15分
　　講演場所：大阪駅前第２ビル ６階

　　　　　　　大阪市立大学 文化交流センター 第１研修室（ホール）
事務局使用欄　受＿＿＿/＿＿＿/＿＿＿/　＿＿：＿＿　　fax　mail　返信mail＿＿＿/＿＿＿/　　（　　　　　）
R020220 KDK･HP
申 込 み 用 紙 【 一般聴講者の皆様 （関道研非会員）】
送信先 ＦＡＸ ０６-６５３８-８９２０　　　関西道路研究会
舗装調査研究委員会事務局 　東亜道路工業（株）関西支社　小河 宛
■ ご参加の皆様について
１．お手数ですが、ご参加の方の氏名等のご記入をお願いします。
	所  属
	

	職  名
	

	氏  名
	

	今回のお申込み
に関するご連絡先
	 事務局よりご連絡が可能ないずれかの連絡先をご記入ください。
・E-mail：
・FAX　：
・TEL　：


※　複数の方が出席される場合は、上記に出席代表者名を記載の上、その他の出席者につきましては、最下段の表に記載いただくようお願いします。

２．次回以降のご案内について、ご記入お願いします。
	次回以降の
ご案内について
	次回の舗装調査研究委員会開催の講演会について、ご案内を希望される場合は、以下の通信手段に○をお付け下さい。なお、ご連絡先については、上記の「今回の申込みに関するご連絡先」欄にご記入お願い致します。

	
	E-mail　・　FAX　・　不用


■ 代表者以外で出席する方がおられる場合について
	ご出席される方の　所　属 ・ 職　名
	氏  名

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


（個人情報について、委員会活動以外に使用することはありません。）
～　本講演会は、土木学会ＣＰＤプログラムの認定を受けております　～
地盤工学会、全国土木施工管理技士会連合会、農業農村工学会へのＣＰＤ記録申請にあたり、受講証明が必要な場合は、本用紙に必要項目を記入の上、当日、講演会開始前に受付に提出ください。講演会終了後、受講証明印押印の上、返却します。
受　講　証　明　書

2020年2月20日　

	受講者情報
	受講日
	2020年2月20日

	
	受講者名
	　

	
	会社名等
	　

	
	会社住所等
	　

　

　

	
	TEL
	　

	プログラム情報
	ＣＰＤ認定番号
	ＪＳＣＥ１９－１６０６

	
	開催日
	2020年2月20日

	
	CPDプログラム名称
	関西道路研究会 舗装調査研究委員会 技術講演会

	
	主催者
	関西道路研究会 舗装調査研究委員会
（共催：一般財団法人 都市技術センター）

	
	開始～終了時間
	13時　30分　～　16時　55分

	
	CPD単位
	3.0単位

	
	開催地
	大阪市北区梅田1-2-2-600　大阪駅前第2ビル6階

大阪市立大学文化交流センター　第一研修室（ホール）


証明団体名　　関西道路研究会 舗装調査研究委員会
　　　　　　　　　　委員長　伊藤　譲　　　　　　　 受講証明印
※ＣＰＤ記録申請にあたって本受講証明が必要となる団体

地盤工学会、全国土木施工管理技士会連合会、農業農村工学会
